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令和３年 第５回栗原市農業委員会総会議事録 

 

 令和３年５月２７日 午後１時３０分、下記の件の議定のため、令和３年 第５回 

栗原市農業委員会総会を、栗原市役所金成庁舎に招集した。 

 

日程第 １ 議事録署名委員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 事務報告 

日程第 ４ 報告第 １号 農地の現状変更届出について 

日程第 ５ 報告第 ２号 農地法第１８条第６項の規定による通知について 

日程第 ６ 議案第 １号 農地法第３条の規定による許可申請について 

日程第 ７ 議案第 ２号 農地法第５条の規定による許可申請について 

日程第 ８ 議案第 ３号 農用地利用集積計画について 

日程第 ９ 議案第 ４号 農用地利用配分計画について 

日程第１０ 議案第 ５号 非農地証明願について 

 

１ 出席委員 （２４名） 

    １番 佐々木  栄 夫 委員、  ２番 佐 藤    勝 委員、 

    ３番 熊 谷  ゆ り 委員、  ４番 佐々木    弘 委員、 

    ５番 遊 佐  一 成 委員、  ６番 菅 原  勝 宏 委員、 

    ７番 岩 淵  敬 一 委員、  ８番 米 山  嘉 彦 委員、 

    ９番 阿 部  一 信 委員、 １０番 曽 根  金 雄 委員、 

   １１番 三 浦  正 勝 委員、 １２番 鈴 木  和 子 委員、 

   １３番 芳 賀  博 秋 委員、 １４番 尾 形  陽一郎 委員、 

   １５番 髙 橋    寛 委員、 １６番 狩 野  善 典 委員、 

   １７番 佐々木  耕太郎 委員、 １８番 髙 橋  榮 一 委員、 

   １９番 岩 渕    弘 委員、 ２０番 三 浦    栄 委員、 

   ２１番 大 沢  純 香 委員、 ２２番 大 場  裕 之 委員、 

   ２３番 吉 田  優 俊 会長職務代理者、 

   ２４番 鈴 木  康 則 会長 

 

２ 欠席委員  

   な し  
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３ 議事に参与した者 

   事務局長        二階堂    賢 

   事務局長補佐      小 山  雅 規 

   農地農政係 主 査   高 橋    潤 

   農地農政係 主 事   千 葉  和 哉 

   農地農政係 主 事   菅 原  佑 太 

 

    （ 午後１時３０分 開会） 

 

議長 

 ご起立願います。 

「ご苦労様です。」ご着席願います。 

 市内では、田植え作業も一段落かと存じますが、大規模農家の方々はもう少しかかる

ものと思います。 

 なお、市では５月１７日からクールビスの期間に入っておりますので、ネクタイを外

していただいて構いません。 

 

議長 

 それでは、只今から、令和 ３年 第５回 

 栗原市農業委員会総会を開会いたします。 

 

議長 

 ただいまの出席委員は、２４名であります。 

 定足数に達しておりますので、直ちに会議を開きます。 

 

議長 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 議案説明等のため、事務局長ほか関係職員を出席させております。 

 

議長 

 なお、新型コロナウイルス感染症予防対策のため、会議場の換気をしております。 

 また、皆様にはマスク着用をお願いいたします。 

 

議長 

 日程第１、議事録署名委員の指名を行います。 

 議事録署名委員は、農業委員会会議規則第２７条の規定により、議席番号 ２０番 

三浦  栄 委員、議席番号２２番 大場 裕之 委員の両名を指名いたします。 
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議長 

 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本総会の会期は、本日１日間としたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

 

  ―「異議なし」の声― 

 

議長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本総会の会期は、本日１日間と決定いたしました。 

 

議長 

 日程第３、事務報告を行います。 

 事務局長から報告いたします。 

 

事務局長 

 議案資料に基づき、令和３年５月６日から令和３年５月２７日までに実施及び開催が

あった事務事業等の報告、並びに、令和３年５月３１日から令和３年６月２８日までに

予定している事務事業等について説明。 

 

議長 

 これで、日程第３、事務報告を終わります。 

 

議長 

 日程第４、報告第１号、農地の現状変更届出について、を報告いたします。 

 はじめに、第１区の番号１番の案件について、事務局から報告いたします。 

 

事務局 

 第１区の番号１番は、高清水地区の田 １筆 ９１５㎡のうち、３８６．２０㎡を、

隣接する土地及び道路と同じ高さまで、約９０㎝から１ｍの盛土を行い、畑として造成

する旨の１案件を説明。 

 

議長 

 次に、去る５月２０日、議席番号２２番 大場 裕之 委員、農地利用最適化推進委員

の 曽根 茂 委員、及び 及川 正一 委員が現地確認調査を行っておりますので、その結

果の報告をお願いいたします。 

 それでは、２２番 大場 裕之 委員から報告願います。 
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２２番 大場 裕之 委員 

 報告第１号 農地の現状変更届について、去る５月２０日の木曜日に４名にて現地確

認を行いました。 

 現地はすでに盛土が済まされており、畑の形状を呈しておりました。報告のとおり畑

として利用されるものと確認してまいりましたので、以上、ご報告申し上げます。 

 

議長 

 次に、第２区の番号２番から４番までの３案件について、事務局から報告いたしま

す。 

 

事務局 

 第２区の番号２番は、金成地区の田 ４筆 ３，９８９㎡、盛土を行い、排水不良の

改善をし、耕作の利便性を向上させる旨の１案件、 

 番号３番は、金成地区の田 ５筆 １，８５６㎡、盛土を行い、排水不良の改善を

し、耕作の利便性を向上させもので、完了後は牧草を作付けする予定の旨の１案件、 

 番号４番は、志波姫地区の田 １筆 ６１３㎡、及び畑 ２筆 １，２７９㎡、合計 

１，８９２㎡、盛土を行い、排水不良の改善をし、耕作の利便性を向上させる旨の１案

件、以上、３案件を説明。 

 

議長 

 次に、去る５月２１日、議席番号１２番 鈴木 和子 委員、農地利用最適化推進委員

の 佐々木 進 委員、及び 佐々木 貞一郎 委員が現地確認調査を行っておりますので、

その結果の報告をお願いいたします。 

 それでは、１２番 鈴木 和子 委員から報告願います。 

 

１２番 鈴木 和子 委員 

 鈴木和子です。 

 報告第１号 農地の現状変更届については、去る５月２1日金曜日に４名にて書類審

査及び現地確認を行いました。 

 事務局から説明がありましたが、２番の件の詳細については、現地を確認しますと、

届出人が所有する田に盛土して作業の効率化を図るものであります。現在利用している

雑種地と同じ高さまで盛土するとのことです。周辺農地等には、特に問題がないものと

確認してまいりましたので報告いたします。 

 番号３番の件は、届出人は畜産を営む農家で、排水不良の農地を盛土し、排水を改善

して後に牧草を作付けするとのことです。現地を確認しますと、すでに着工しておりま

した。やはり現状では排水不良で、盛土することにより排水が改善され、作業効率も改

善されるものと思われます。周辺農地には特に問題がないものと確認してまいりました

ので、報告いたします。 
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 番号４番の件は、利便性の改善ということで、現地はすでに盛土が終了しているよう

でした。前に空き家があり、その敷地と同じ高さまで盛土がされておりました。周辺に

は特に影響がないものと確認してきましたので報告いたします。 

 

議長 

 これで、日程第４、報告第１号 農地の現状変更届出について、報告を終わります。 

 

議長 

 日程第５、報告第２号、農地法第１８条第６項の規定による通知について、を報告い

たします。 

 

 第１区の番号１番・２番の２案件、第２区の番号３番から６番までの４案件、第３区

の番号７番から１０番までの４案件、合せて１０案件について、事務局から報告いたし

ます。 

 

事務局 

 第１区の番号１番は、築館地区の田 ３筆 ３，０７０㎡、双方合意による基盤法に

よる賃貸借権解約の１案件、 

 番号２番は、一迫地区の田 ３筆 ５，８９５㎡、双方合意による農地中間理事業に

よる賃貸借権解約の１案件、 

 第２区の番号３番は、若柳地区の田 ３筆 １，２１１㎡、双方合意による農地法第

３条による賃貸借権解約の１案件、 

 番号４は、金成地区の田 ４筆 ４，０９１㎡、双方合意による農地法第３条による

賃貸借権解約の１案件、 

 番号５、番号６番は関連案件で、志波姫地区の畑 ２筆 ４，２４７㎡、贈与のため

の農地中間理事業による賃貸借権解約の２案件、 

 第３区の番号７番、番号８番は関連案件で、栗駒地区の田 １４筆 ９，４９２㎡、

及び鶯沢地区の田 １筆 １，０７５㎡、合計 １０，５６７㎡、双方合意による農地

中間理事業による賃貸借権解約の２案件、 

 番号９番、番号１０番は関連案件で、鶯沢地区の田 １０筆 １０，１０４㎡、双方

合意による農地利用集積円滑化事業による賃貸借権解約の２案件、 

 以上、１０案件を説明報告。 

 

議長 

 これで、日程第５、報告第２号 農地法第１８条第６項の規定による通知について、

報告を終わります。 
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議長 

 日程第６、議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請について、を議題といた

します。 

 

議長 

 農業委員会等に関する法律第３１条の規定の準用による、議事参与の制限に該当する

案件がありますので、はじめに、審議を行います。 

 第３区の番号１５番の案件を審議いたします。 

 農地利用最適化推進委員の 安藤 康太 委員は、議事参与の制限に当たりますので、

退席願います。 

 

 暫時休憩いたします。（午後１時４８分）（ 安 藤 康 太 推進委員 退席） 

 

議長 

 会議を再開します。（午後 1時４８分） 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第３区の番号１５番は、栗駒地区の田 １筆 ２，４２７㎡、相手方の要望による賃

貸借権設定の１案件の説明と許可要件を満たしていることを説明。 

 

議長 

 次に、去る５月２１日、議席番号１５番 高橋 寛 委員、農地利用最適化推進委員の 

安藤 康太 委員 及び 山田 善太郎 委員が、現地確認調査を行っておりますので、その

結果の報告をお願いいたします。 

 それでは、１５番 高橋 寛 委員から報告願います 

 

１５番 高橋 寛 委員 

 高橋寛です。 

 議案第１号、農地法第３条の規定による許可申請ついては、去る５月２１日金曜日に

栗駒総合支所において４名にて、書類審査を行いました。 

 番号１５番の案件につきましては、許可に当たっては、特に問題がないものと判断い

たしました。 

 ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行

います。 
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 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

質疑なしと認めます。 

 それでは、議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請についての、番号１５番

の案件は、原案を可とすることに、ご異議ございませんか。 

  

  ―「異議なし」の声― 

 

議長 

 ご異議なしと認めます。 

 

 よって、日程第６、議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請についての、番

号１５番の案件は、原案を可とすることに決定いたしました。 

 

議長 

 農業委員会等に関する法律第３１条の規定の準用による、議事参与の制限を解き、 

安藤 康太 推進委員の入場を許可いたします。 

 

 暫時休憩いたします。（午後１時５０分）（ 安藤 康太 推進委員 着席） 

 

議長 

 会議を再開いたします。（午後 1時５１分） 

 

 次に、第１区の番号１番から７番までの、７案件を審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第１区の番号１番は、築館地区の畑 １筆 ９１２㎡、経営規模拡大のための所有権

移転売買の１案件、 

 番号２番は、築館地区の田 １１筆 １５，６７３㎡、及び畑 ２筆 １，０１４

㎡、合計 １６，６８７㎡、経営継承のための所有権移転贈与の１案件、 

 番号３番は、高清水地区の畑 １筆 １，６６４㎡、経営規模拡大のための所有権移

転売買の１案件、 

 番号４番は、一迫地区の田 １０筆 ９，４８６㎡、相手方の要望による所有権移転

売買の１案件、 
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 番号５番は、瀬峰地区の田 ２筆 ２，０４６㎡、 

 番号６番は、瀬峰地区の田 ２筆 １，１５６㎡、いずれも、経営規模拡大のための

所有権移転売買の２案件、 

 番号７番は、瀬峰地区の田 １６筆 １０，３９６．６２㎡、経営継承のための使用

貸借権設定の１案件、 

 以上、７案件の説明と全て許可要件を満たしていることを説明。 

 

議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、２２番 大場 裕之 委員から報告願います。 

 

２２番 大場 裕之 委員 

 議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請については、去る５月２０日の木曜

日に４名にて、書類上にて審査を行いました。 

 番号１番、３番、４番、５番、６番に関しては、経営規模拡大等さまざまな理由によ

る所有権移転売買の案件でございます。２番と７番に関しては、家族間による事情から

経営継承、そして経営を引き継ぐためという意味合いからの使用貸借権設定ということ

で、いずれの案件も特に問題がないものと確認いたしました。 

 ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行

います。 

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

質疑なしと認めます。 

 次に、第２区の番号８番から１３番までの、６案件を審議いたします。 

 それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第２区の番号８番は、若柳地区の田 ３筆 １，２１１㎡、 

 番号９番は、若柳地区の田 １筆 ５１９㎡、いずれも、相手方の要望による所有権

移転売買の２案件、 

 番号１０番は、若柳地区の田 ２筆 １，２４８㎡、経営規模拡大のための所有権移

転売買の１案件、 
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 番号１１番は、若柳地区の田 ７筆 ２，８４０㎡、相手方の要望による賃貸借権設

定の１案件、 

 番号１２番は、金成地区の畑 １筆 ７８６㎡、経営規模拡大のための所有権移転売

買の１案件、 

 番号１３番は、金成地区の田 ４筆 ４，０９１㎡、経営規模拡大のための賃貸借権

設定の１案件、 

 以上、６案件の説明と全て許可要件を満たしていることを説明。 

 

議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、佐々木 進 推進委員から報告願います。 

 

佐々木 進 推進委員 

 議案第１号、農地法第３条の規定による許可申請については、去る５月２１日の金曜

日に４名にて、６案件について書類審査を行いました。 

 番号８番と９番は、譲渡人の労力不足のため、そしてまた、１０番、１２番は、譲渡

人の要望により経営規模拡大による所有権移転売買の４案件でございます。 

 番号１１番は、譲渡人の労力不足、そしてまた、１３番は、譲渡人の要望により経営

規模拡大による賃貸借権設定の２案件です。 

いずれにしましても６案件は、許可申請については、特に問題がないものと判断いた

しました。 

 ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行

います。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

 次に、第３区の番号１４番及び１６番の、２案件を審議いたします。 

 それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第３区の番号１４番は、栗駒地区の田 ４筆 ３，０５６㎡、相手方の要望による賃

貸借権設定の１案件、 
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 番号１６番は、花山地区の畑 １筆 １５，５９６㎡、経営規模拡大のための所有権

移転売買の１案件、市外居住者取得により詳細説明、 

 以上、２案件の説明と許可要件を満たしていることを説明。 

 

議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、１５番 高橋 寛 委員から報告願います。 

 

１５番 高橋 寛 委員 

 議案第１号、農地法第３条の規定による許可申請については、去る５月２１日の金曜

日に４名にて、書類審査及び現地調査を実施いたしました。 

 番号１４番、番号１６番、いずれにしましても、許可に当たっては、特に問題がない

ものと判断いたしました。 

 ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行

います。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

 それでは、議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請についての、番号１番か

ら１４番までの１４案件、及び番号１６番の１案件、合わせて１５案件は、原案のとお

り許可することに、ご異議ございませんか。 

 

  ―「異議なし」の声― 

 

議長 

 ご異議なしと認めます。 

 

 よって、日程第６、議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請についての、 

番号１番から１４番までの１４案件、及び番号１６番の１案件、合わせて１５案件は、

原案のとおり許可することに決定いたしました。 
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議長 

 日程第７、議案第２号 農地法第５条の規定による許可申請について、を議題といた

します。 

 はじめに、第１区の番号１番の案件を審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第１区の番号１番は、賃貸借権設定の案件で、築館地区の田 ２筆 ８３９．６２㎡

を業務用地として転用し、譲受人が経営する会社の社員用駐車場を造成するものであり

ます。 

 農地区分は、周囲を宅地及び雑種地に分断された生産性の低い小集団農地となるの

で、第２種農地に該当する旨の１案件が許可要件を満たしていることを説明。 

 

議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、及川 正一 推進委員から報告願います。 

 

及川 正一 推進委員 

 議案第２号 農地法第５条の規定による許可申請について、去る５月２０日の木曜日

に４名にて、書類審査及び現地確認を行いました。 

 番号１番については、ただ今事務局から詳細に説明したとおりで、現地を確認します

と、国道４号沿いの会社の車両駐車場の道路を挟んで隣接する農地になっており、休耕

田で牧草が作付けしており、非常に管理されている農地でありました。業務用地として

借受け、社員の駐車場として利用するものでございます。 

 転用許可に当たっては、特に問題はないものと確認してまいりました。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行

います。 

 質疑ございませんか。 

 

 ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

 次に、第３区の番号２番から４番までの３案件を審議いたします。 

 それでは、内容を事務局から説明いたします。 
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事務局 

 第３区の番号２番は、所有権移転贈与の案件で、栗駒地区の畑 １筆 ２４１㎡を 

住宅用地として転用し、一般個人住宅及び駐車場を建築造成するものであります。 

 農地区分は、１０ha以上の農地の広がりがある第１種農地に該当しますが、集落接続

による、不許可の例外規定で取り扱う旨の１案件、 

 番号３番は、使用貸借権設定の案件で、栗駒地区の田 ２筆 ３２２㎡を住宅用地と

して転用し、一般個人住宅及び駐車場を建築造成するものであります。 

 農地区分は、申請地の周囲３００ｍ以内に栗原市栗駒総合支所が存在するため、第３

種農地として取り扱う旨の１案件、 

 番号４番は、使用貸借権設定の案件で、鶯沢地区の畑 １筆 ４１７㎡を住宅用地と

して転用し、一般個人住宅及び駐車場を建築造成するものであります。 

 農地区分は、１０ha以上の農地の広がりがある第１種農地に該当しますが、集落接続

による、不許可の例外規定で取り扱う旨の１案件、 

 以上、３案件が許可要件を満たしていることを説明。 

 

議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、安藤 康太 推進委員から報告願います。 

 

安藤 康太 推進委員 

 推進委員の安藤と申します。 

 議案第２号 農地法第５条の規定による許可申請について、去る５月２１日の金曜日

に４名にて、書類審査及び現地確認を行いました。 

 番号２番の詳細については、親子間の所有権移転贈与となっており、転用目的として

は、住宅用地、一般個人住宅となっております。 

 ３番と４番は、親子間の使用貸借権設定となっており、こちらも転用目的としては、

住宅用地、一般個人住宅となっております。 

 また、自己所有地でもあり、周辺農地等には影響を与えない範囲であることが確認で

きましたので、転用許可に当たっては、特に問題がないものと判断いたしました。 

 以上、３案件について、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行

います。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 
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議長 

 質疑なしと認めます。 

 それでは、議案第２号 農地法第５条の規定による許可申請についての、番号１番か

ら４番までの４案件は、原案を可とすることに、ご異議ございませんか。 

 

  ―「異議なし」の声― 

 

議長 

 ご異議なしと認めます。 

 

 よって、日程第７、議案第２号 農地法第５条の規定による許可申請についての、番

号１番から４番までの４案件は、原案を可とすることに決定いたしました。 

 なお、その旨、意見を附して宮城県知事に送付いたします。 

 

議長 

 日程第８、議案第３号 農用地利用集積計画について、を議題といたします。 

 はじめに、第１区の番号１番から６番までの６案件を審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第１区の番号１番は、築館地区の田 ２筆 ３，７９１㎡、所有権移転売買である旨

の１案件、 

 番号２番は、高清水地区の田 ２筆 ２，３７６㎡、新規の賃貸借権設定である旨の

１案件、 

 番号３番は、一迫地区の田 ３筆 ３，６４２㎡、新規の使用貸借権設定である旨の

１案件、 

 番号４番は、一迫地区の田 ３筆 １０，２６７㎡、農地中間管理事業による新規の

賃貸借権設定である旨の１案件、 

 番号５番は、瀬峰地区の田 １筆 ２，７４０㎡、 

 番号６番は、瀬峰地区の田 １筆 １２，５０１㎡、いずれも、新規の賃貸借権設定

である旨の２案件、 

 以上、６案件を説明。 

 

議長 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 
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議長 

 質疑なしと認めます。 

 

 次に第２区の番号７番から１２番までの６案件を審議いたします。 

 それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第２区の番号７番は、若柳地区の田 ７筆 ８，２３１㎡、 

 番号８番は、若柳地区の田 ２筆 １，５５９㎡、いずれも、所有権移転売買である

旨の２案件、 

 番号９番は、金成地区の田 ４０筆 ２８，６０３．７５㎡、及び 畑 ３筆  

１，９０８㎡、合計 ３０，５１１．７５㎡、新規の賃貸借権設定である旨の１案件、 

 番号１０番は、志波姫地区の田 １４筆 ２３，７３３㎡、 

 番号１１番は、志波姫地区の田 １筆 ３，０５０㎡、 

 番号１２番は、志波姫地区の田 ７筆 １６，１２８㎡、いずれも、農地中間管理事

業による新規の賃貸借権設定である旨の３案件、 

 以上、６案件を説明。 

 

議長 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

 次に、第３区の番号１３番から１７番までの５案件を審議いたします。 

 

 それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第３区の番号１３番は、栗駒地区の田 １４筆 ９，４９２㎡、及び鶯沢地区の田 

１筆 １，０７５㎡、合計 １０，５６７㎡、所有権移転売買である旨の１案件、 

 番号１４番は、栗駒地区の田 ９筆 ２７，６４５㎡、農地中間管理事業による新規

の賃貸借権設定である旨の１案件、 

 番号１５番は、鶯沢地区の田 ９筆 １０，８９９㎡、所有権移転売買である旨の１

案件 

 番号１６番は、鶯沢地区の田 ３筆 ４，５０４㎡、 
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 番号１７番は、鶯沢地区の田 １２筆 １７，４１２㎡、いずれも、新規の賃貸借権

設定である旨の２案件、 

 以上、５案件を説明。 

 

議長 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

 それでは、議案第３号 農用地利用集積計画についての、番号１番から１７番までの

１７案件は、原案を可とすることに、ご異議ございませんか。 

 

  ―「異議なし」の声― 

 

議長 

 ご異議なしと認めます。 

 

 よって、日程第８、議案第３号 農用地利用集積計画についての、番号１番から１７

番までの１７案件は、原案を可とすることに、決定いたしました。 

 なお、その旨、栗原市長に通知いたします。 

 

議長 

 日程第９、議案第４号 農用地利用配分計画について、を議題といたします。 

 第１区の番号１番の案件を審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 配分計画の利用権を設定する者は、宮城県農地中間管理機構となります。 

 第１区の番号１番は、一迫地区の田 ３筆 ５，８９５㎡、農地中間管理事業による

新規の賃貸借権設定である旨の１案件を説明。 

 

議長 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」― 
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議長 

 質疑なしと認めます。 

 

 それでは、議案第４号 農用地利用配分計画についての、番号１番の案件は、原案を

可とすることに、ご異議ございませんか。 

  

  ―「異議なし」― 

 

議長 

 ご異議なしと認めます。 

 

 よって、日程第９、議案第４号 農用地利用配分計画についての、番号１番の案件

は、原案を可とすることに決定いたしました。 

 なお、その旨、栗原市長に通知します。 

 

議長 

 日程第１０、議案第５号 非農地証明願について、を議題といたします。 

 第１区の番号１番から３番までの３案件を審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第１区の番号１番は、築館地区の田 ２筆 ９６４㎡、及び畑 １筆 ２，５４１㎡、

願出地は、平成１３年頃から労力不足により耕作できずにいたところ原野及び山林化し

現在に至るものであり、農地への復元が困難であることから、山林への地目変更を願い

出た旨の１案件、 

 番号２番は、築館地区の畑 ２筆 ２９６㎡、願出地は、昭和５０年頃から先代であ

る父が労力不足により耕作できずにいたところ原野化し現在に至るものであり、農地へ

の復元が困難であることから、原野への地目変更を願い出た旨の１案件、 

 番号３番は、瀬峰地区の田 ２筆 ５，０５７㎡、願出地は、平成９年頃から労力不

足により耕作できずにいたところ山林化し現在に至るものであり、農地への復元が困難

であることから、山林への地目変更を願い出た旨の１案件、 

 以上、３案件を説明。 

 

議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、曽根 茂 推進委員から報告願います。 
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曽根 茂 推進委員 

 築館の曽根でございます。 

 議案第５号 非農地証明願については、去る５月２０日の木曜日に４名にて、書類審

査及び現地確認を行いました。 

 番号１番の件につきましては、平成１３年頃から転用されたという案件で、届出人も

高齢化されており、現地は山林の周辺ということもありまして、すでに柳などの雑木も

繁茂しており道路も非常に荒れており復元は不可能であると確認し、許可に当たっては

特に問題がないものと判断いたしました。 

 番号２番の件につきましては、父が労働力不足で原野化したということで、法面であ

るということもありまして、この場所も復元は不可能な状況で、許可に当たっては特に

問題がないものと判断いたしました。 

 番号３番の件につきましては、平成９年頃から耕作をやめてから、かなり経過してい

ると確認しました。届出人はかなりの高齢者の方で、現状も道路がわからないように荒

廃しており、農地への復元は不可能であることを確認し、許可に当たっては、特に問題

がないものと判断いたしました。 

 以上、３案件についてご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行

います。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

 

 それでは、議案第５号 非農地証明願についての、番号１番から３番までの３案件

は、原案のとおり承認することに、ご異議ございませんか。 

 

  ―「異議なし」の声― 

 

議長 

 ご異議なしと認めます。 

 

 よって、日程第１０、議案第５号 非農地証明願についての、番号１番から３番まで

の３案件は、原案のとおり、承認することに決定いたしました。 
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議長 

 以上をもちまして、会議案件は全て議了いたしました。 

 これで、令和３年 第５回 栗原市農業委員会総会を閉会いたします。 

 

議長（会長） 

 ご起立願います。ご苦労様でした。 

 

 

 

  ＜ 午後 ２時 ２４分 閉会 ＞ 
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